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 豊橋の山と言えば石巻山。小・中・高と学校の校歌には必ず登場した山だ。その石巻山の東側、

愛知県と静岡県の県境に南西に続く山並みが弓張山脈で「湖西連峰」と呼ばれている。標高はさほ

どないが豊橋自然歩道などハイキングコースがいくつもあり、浜名湖や三河湾を望むことができる

と山関係のＳＮＳでその存在を知り、今回、実家に立ち寄った際に歩いてみることにした。 

 豊橋で新幹線を下り浜松行の東海道線に乗り換え新所原駅で下車する。ここから 30 分ほど梅田

の集落を歩いて行くと登山口の梅田親水公園に到着する。駐車場にはトイレもあり施設は整ってい

る。登山道は幅の広い林道で歩きやすい。10 分もしないうちに嵩山(すやま)と仏岩の分岐になる。 

 嵩山も展望の良い場所と聞いているが今日は時間にあまり余裕がないのでパスして仏岩に向か

うと道の両脇に何やらかわいらしい物が。地元の小学生が 

作った埴輪だ。宇宙人のようなものや動物たちがズラッと 

並び目を楽しませてもらい、分岐で少し急な道を登ると仏 

岩に到着。このあたりの山は石灰岩でできているため所々 

に岩が顔を出しているが、仏岩は名前の通り仏様のような 

岩がスッと立っている。ここは眺望の良い場所なのだが、 

今日は残念ながら霞んでいて遠くまでは見ることはできな 

かった。 

仏岩から少し下って少し歩くと先ほどの分岐した巻道と合流する。朝の散歩で毎日歩いていると

いう地元のご夫婦と話をしながらラクダ岩に向かう。鉄塔を管理している中部電力が登山道の整備

もしているらしく、ラクダ岩へも地図上では鉄塔への急登を登らなくても良いように巻道が作られ

ていた。そのラクダ岩は、名前の通りラクダのような形をした岩がある場所でここも天気が良けれ

ば眺めは良い場所のようだ。 

また各所にベンチが作られおり先ほどの 

ご夫婦も毎日ラクダ岩を越えてすぐのベン 

チまでが散歩コースだと話してくれた。 

お二人と別れてしばらく歩くと長い階段 

が現れる。ここを登りきると神石山だ。 

山頂標識に旧航空灯台跡と書かれているが 

詳しい説明はなかった。眺望は南側だけだ 

が木陰もあり広々としていて気持ちの良い 

広場だ。 

少し休憩をして、さあ、今日のメインで 

あるパラダイスに向かおうとした時だった。 

ポツポツと予定外の雨が。一瞬どうしようかと迷ったがたいしたことはなさそうだったのでこのま

ま進むことに。パラダイスとはここから 30 分ほど先にあるやはり眺望のよい岩場で浜名湖が一望

できる場所だ。以前は一部の地元の人間しか知らなかった場所らしいが、最近では途中からしっか



り案内が出るようになり、多くの人が訪れるように 

なったらしい。確かに中尾根分岐からいくつも案内 

が出ており迷う心配もなくパラダイスにたどり着く 

ことができた。 

ここからは歩いてきた山々や薄っぺらだが浜名湖 

や遠くは浜松市街まで見渡すことができた。先にい 

た人に天気が良ければ富士山が見える場所をバック 

に記念写真を撮って貰っていると次の人がやってくる。 

確かに人気の場所のようだ。 

 後からやって来た人としばらく話をし、神石山に戻ると先ほどは３、４人しかいなかった山頂に

大勢の人がいてビックリ！昼時と言うこともあり皆さんお昼ご飯を食べたりして賑やかだったが、

改めてこの山が愛されていると感じられた。ここからは３つのピークを越えて葦毛湿原に下山だ。

パラダイスに後からやって来た人の情報では座談山の手前の登りがキツイらしいとのこと。途中に

ピークを避けて下る道もあると教えてくれたが、今日は疲れもほとんどなかったのでそのまま予定

通りのコースで行くことに。 

 船形山を越え本日一番の登りを終えと座談山に。座談山の山頂は今日いくつ目かの鉄塔があり特

に山頂表示はなかったが、360 度の展望にここまでやってきて良かったと思った。尾根道を少し歩 

   くと雲谷山(うのやさん)は通称・二川 TV 中継所。 

    文字通り TV の中継所がありこちらからは豊橋                    

市街が一望できた。ここで最後の休憩をとり下って行 

くと葦毛(いもう)湿原にたどり着く。 

  葦毛湿原は子供の頃から名前は知っていたが初め 

て訪れたのは高校生の時だった。だが何もない場所だ

ったとしか記憶していないが今回は違った。湿原の入

り口には木道が敷かれており「東海のミニ尾瀬」の名

にふさわしい場所となっていた。期待していたシラタ

マホシクサがたくさん咲いており大満足だった。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 250 種類の湿生植物が自生しており四季折々の花を楽しむことができるようだ。少し前までは

田園風景の広がる場所だったが、今では住宅が湿原の入り口近くまで立ち並んでおり時代の流れを



感じずにはいられなかった。 

今回は湖西連峰のほんのさわりの部分を歩いたにすぎなかったが、次回は石巻山まで縦走などま

た違ったコースを歩いてみようと思った。 

  

＜コースタイム＞ 

ＪＲ新所原駅(8:25)－登山口(8:50)－仏岩(9:15)－ラクダ岩(9:37)－神石山(10:00)－パラダイス(10:20)－ 

神石山(11:10)－船形山(11:30)－座談山(11:50)－二川ＴＶ中継所(11:55)－葦毛湿原入口(12:30)－ 

葦毛湿原駐車場(12:40)    行動時間：3時間 30分 休憩時間：45分 

（了） 


